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デートプラン自動作成機能の開発 

～プラン自動作成機能～ 

 

１．研究目的 
３年の男子学生Ｍ君は、彼女とのデートプランを立て

ようとしたが上手くいかなかった。なぜなら、Ｍ君はデ

ート初心者であるうえ、アルバイトに忙しくて、デート

プランを考える時間もなかったからである。そこで、デ

ート初心者や忙しくてデートプランを考える時間のない

人を対象に、自動でデートプランを作成できるシステム

を制作したいと考えた。これにより、デート経験の少な

い人でも自分の希望するデートプランを立てることがで

きると考える。 

 

２．システム概要 
本システムは、自動でデートプランを作成するシステ

ムである。そのシステム概要を図１に示す。このシステ

ムにはプラン作成機能と知っ得情報機能と思い出機能を

もたせた。筆者はプラン自動作成機能の開発を担当した 

この機能は、ユーザのデートに関する希望を入力する

と、希望に合ったデートプランを自動で作成する機能で

ある。その希望入力画面を図２に、自動作成したデート

プラン出力画面を図３に示す。デートプランにはプラン

評価スコアを表示させ、プランの良し悪しを点数化する

よう工夫した。 

 

３．実現方法 
プラン評価スコアは、以下のアルゴリズムで実現した 

① 施設の点数を計算し、表 1のプラン作成シートに 

 出力する。 

② プラン作成シートの情報もとに、点数の最も高い   

 施設を選択する。 

③ 残り時間を計算する。 

④ ②～③を残り時間が０か負になるまで繰り返す。 

⑤ プランに選択された各施設の点数の平均をプラン 

 評価スコアとする。 

 

４．研究成果 
（１）プラン自動作成機能の実現によって、瞬時にデー

トプランを提案することができた。 

（２）プラン評価スコアによって、ユーザの希望通りの

プランを提案できたかを定量的に表示できた。 

 

５．残された課題 
（１）道に迷わないようにするために、マップに各施設と道順を自動で表示できるようにしたい。 

（２）お台場のみ作成可能なので、鎌倉や渋谷など、デートプランの作成場所を増やしたい。 

キーワード デートプラン、スケジューリング、最適化、観光政策、支援システム 

種 類 システム開発 手 法 プランニング デ ー タ 源 インターネット 

使用ハード              パソコン 使用ソフト Visual Studio 使 用 言 語 Visual Basic 

図１ システム概要図 

図２ 希望入力画面 

 ｼﾞｬﾝﾙ ID 点数 
総計 

時間 

ｵｽｽﾒ 

順位 

記録済 

ﾌﾗｸﾞ 

０ ﾚｽﾄﾗﾝ １ 100 60 ２ ０ 

１ ﾚｽﾄﾗﾝ ２ 70 70 １ ０ 

２ ｴﾝﾀﾒ ３ 100 50 ３ ０ 

３ ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ４ 50 40 ４ ０ 

４ 博物館 ５ 80 60 ５ ０ 

５ 公園 ６ 75 80 ６ ０ 

 

表１ プラン作成シート 

図３ デートプラン出力画面 



  

 


